
『  災害時の愛玩動物同伴可能の避難所の確保と増加及び、
　　愛玩動物入居可能の仮設住宅の確保と増加と建設を求める署名』

環境大臣　殿

【 趣 旨 】

２．仮設住宅について

　愛玩動物同伴入居可能の仮設住宅を、全仮設住宅のうち、25パーセント確保することを要望します。

４．災害時の愛玩動物の健康維持について

　A．飼い主家族からの要望があった場合、獣医師へ協力を要請することを要望します。

１．避難所について

　愛玩動物同伴可能の避難所を、全避難所のうちの25パーセント確保することを要望します。

　もしくは、１避難所の中に、愛玩動物同伴可能のエリアを25パーセント確保することを要望します。

　災害時、愛玩動物に対して最低限の給餌・給水をすることを要望します。

３．災害時の愛玩動物への給餌・給水
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署名送り先　〒294-0033　千葉県館山市宮城195-3　『ナチュラルドッグスタイル事務局』宛

氏名 住所 捺印またはサイン

実現へ向けたコメント（任意記入）

月　　日 印

私達は、災害時における愛玩動物とその飼育管理者（飼い主家族）の双方における、精神的安定を
するための条例制定を目的とし、避難所及び仮設住宅での共同生活を確保することを要望します。

　B．災害によって飼い主が分からない愛玩動物については、保護施設にて一時預かり及び、必要により健康診断・治療等

　　　の措置を取り、その愛玩動物の写真を印刷物やホームページにて掲載し、預かりを公示することを要望します。


